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K2CuC14 ・ 2H20 及び K2CuC14 ・ 2D20 中の異種の Cu2+ ions 聞の交換相互作用を常磁性共鳴の方法に
よって調べた。測定は 9.3-65.8GHz の周波数域で行い， 実験温度は Solid H2 temp. と 370 0K と
の間である。 lig.N2 temp. 以下では全周波数域で，唯一つの吸収線が観測されたが，それらは高温で
二本の線に分裂した。実験結果は，異種の Cu2+ ions 聞の交換相互作用が異常に大きな温度依存性を
示すと仮定して説明された。交換相互作用の大きさは， K2CuC14 ・ 2H20 においては， J/k(OK) =0.07 
(3050K); 0.10(2850K); 0.14(248 0K) であると評価された。同様な効果が K2CuC14 ・ 2D20 においても





いる。奥田君はこのような常識に反していちぢるしい温度変化を示す交換相互作用が K2CuC14 ・ 2H20，
および K2CuC14 ・ 2D20 に存在することを発見した。





奥田君は，これらの結品に存在する 2 種の破気的 lこ等価でない Cu2+ スピンが存在することに注目
し， 互にことなった g-値のために生ずるゼーマンエネノレギーの差が， このスピン聞の交換相互作用
とくらべて大きいか小さいかにより電子スピン共鳴に変化が現れる乙とを応用して交換相互作用の大
きさを波長 3cm から 6mm までの各種マイクロ波を用い，極低温から 370 0K までの温度領域で測
定した。その結果，今までの常識に反して交換相互作用の大きさが侭温から高温に至る聞に約 1 桁も
変化しているという事実を見出した。
たとえば K2CuC14 ・ 2H20 では低慌で J/k=O.3 0K と求められるのに反し，室温以上では O.03 0K 程
度にまで小さくなっている。この原因については現在の所わからない。しかし交換相互作用の研究に
対して今後一つの重要なヒントを与えるものであり，大へんめずらしい事実を見出したものとして理
学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。なお重水化物ではごくわずか交換相互作用
が大きくなっていることをつきとめている。
